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１．研究計画の概要 
本研究課題では、北海道のSuperDARN大型短
波レーダーの視野内に入っているロシア極
東地域に、高感度の全天カメラ２台を新たに
設置し、オーロラ及び大気光を分光イメージ
ング観測する。また、高時間分解能の磁力計
も設置し、サブオーロラ帯のプラズマ粒子の
降り込みに関連するイオンサイクロトロン
波動も同時に観測する。さらに、電離圏・磁
気圏高度の衛星によって得られるプラズマ
・電磁場の観測とこれらの地上観測を比較す
る。地上からの２次元イメージング観測とそ
の視野内の衛星直接観測という組み合わせ
を用いて、 
（１）ＳＡＲアークを含む低緯度オーロラ現
象の観測に基づく、磁気擾乱時におけるジオ
スペースプラズマの変動と、内部磁気圏への
電場の侵入状況の２次元的な描像。 
（２）ジオスペースで発生する電磁気擾乱が
超高層大気を加熱し、その影響がサブオーロ
ラ帯から中緯度に向かって伝搬してくるメ
カニズム。 
の２点を明らかにしていく。 

 

２．研究の進捗状況 

（１）平成 19 年 8 月に、ロシア極東域のパ
ラツンカ観測点、平成 20 年 11 月に同じくロ
シア極東域のマガダン観測点に、それぞれ高
感度全天カメラ・誘導磁力計を設置し、自動
観測を平成 21年 4月現在まで継続している。 

（２）北海道陸別観測所の SuperDARN レー
ダーは引き続き定常観測を継続し、パラツン
カ・マガダンとの同時観測を行った。 

（３）平成 19 年度に名古屋大学太陽地球環
境研究所に所属する北海道母子里観測所と

鹿児島県鹿児島観測所の誘導磁力計のサン
プリングを、従来の１Ｈｚから６４Ｈｚに上
げて、自働観測を平成 21 年 4 月現在まで継
続している。 

（４）これらの観測から得られたデータはデ
ータベース化を行い、ホームページで公開し
た。 

（５）これまでの観測から、ロシア極東域か
ら低緯度に向かって伝搬する電離圏擾乱の
特性や、低緯度オーロラに関連すると思われ
る粒子降り込みの特性が明らかになった。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
当初予定していたロシア極東域 2か所での

自動観測を開始し、この観測データの解析も
進みつつある。 
 

４．今後の研究の推進方策 
 今後は、これらの地上多点（2 次元）観測
のデータと、ジオスペースプラズマ・電磁場
変動を直接その場観測している人工衛星の
データとの比較に努め、磁気圏プラズマ変動
と超高層大気変動をむずびつけるデータ解
析を実施していく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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高感度全天カメラ、磁力計のデータは、以下

のWebページで公開。 
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